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２０１９年 ９月２４日 北九州地区労連ニュースＮＯ１５５（１） 

 

雨
あ
が
り 

 

先
日
「
西
日
本
陶
磁
器
フ
エ
ス
タ
」

に
行
っ
て
き
た
、 

二
百
四
十
店
弱
の
窯
元
が
出
展
し
て

い
て
全
部
回
る
の
に
二
時
間
以
上
か
か

っ
た
。
今
時
の
陶
磁
器
は
見
て
い
て
も

何
焼
き
か
判
ら
な
い
ほ
ど
変
化
し
て
い

て
全
国
で
こ
ん
な
に
も
窯
元
が
あ
る
も

の
だ
と
ビ
ッ
ク
リ
。
今
ま
で
何
度
か
こ

の
陶
磁
器
展
に
は
来
て
い
る
が
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
あ
り
、
お
茶
あ
り
、
刃
物
、
人

形
、
バ
ッ
ク
、
帯
ま
で
あ
っ
て
実
に
多

彩
で
あ
っ
た
。 

私
が
一
番
目
を
ひ
い
た
の
が
ラ
デ
ン

で
あ
る
。
も
と
も
と
ラ
デ
ン
は
好
き
で

は
あ
る
が
あ
の
豪
華
絢
爛
の
テ
ー
ブ

ル
、
屛
風
は
見
事
で
圧
巻
で
あ
っ
た
が

値
段
も
桁
外
れ
で
あ
っ
た
。
私
が
い
ち

ば
ん
気
に
い
っ
た
窯
元
は
滋
賀
の
鮫
島

工
房
で
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た
光
沢
が
あ
り

見
た
目
や
手
触
り
が
ガ
ラ
ス
の
よ
う
な

陶
器
で
あ
っ
た
。 

見
て
回
る
う
ち
に
つ
い
つ
い
荷
物
が

増
え
て
い
く
。
感
じ
た
こ
と
は
県
ご
と

に
ま
と
め
て
く
れ
て
い
れ
ば
も
っ
と
面

白
い
の
で
は
と
思
っ
た
。
会
場
に
入
る

前
ラ
グ
ビ
ー
の
ウ
エ
ー
ル
ズ
選
手
の
一

団
と
す
れ
違
い
な
ん
と
体
格
の
良
い
こ

と
か
。
私
の
三
・
四
倍
も
あ
ろ
う
か
と

思
う
ほ
ど
。
妹
が
「
が
ん
ば
っ
て
ー
」

と
声
を
か
け
る
と
「
あ
り
が
と
う
」
と

返
事
が
返
っ
て
き
た
。 

二
時
間
以
上
も
歩
い
た
が
歩
数
は
た

っ
た
の
千
五
百
歩
ほ
ど
で
足
の
裏
が
痛

い
一
日
で
あ
っ
た
。 

 
 

 

（
弘
） 

経過報告＆秋期年末闘争方針を提案する 

永吉新事務局長 

            

 

冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
永
冨
議

長
は
、「
地
区
労
連
は
、
こ
の
一
年
、

北
九
州
の
労
働
者
の
権
利
を
守
る
た

め
に
み
な
さ
ん
と
と
も
に
奮
闘
し
て

き
ま
し
た
。（
中
略
）
野
党
共
闘
は
、

憲
法
改
悪
阻
止
・
辺
野
古
基
地
問

題
・
若
者
の
仕
事
・
格
差
と
貧
困
な

ど
１
３
項
目
の
合
意
事
項
の
政
策
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本
日
の
大

会
が
、
み
な
さ
ん
の
発
言
で
豊
か
な

方
針
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
開
会
の

ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。」
と
述
べ
ま

し
た
。 

 

来
賓
と
し
て
、
福
岡
県
労
連
、
北

九
州
第
一
法
律
事
務
所
、
北
九
州
労

健
連
、
北
九
州
市
民
の
会
、
北
九
州

共
闘
、
日
本
共
産
党
、
人
権
連
、
労

働
者
支
援
事
務
所
な
ど
か
ら
代
表
者

あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。
議
案
の

提
案
は
、
経
過
報
告
を
永
吉
事
務
局

長
代
行
、
運
動
方
針
（
案
）
は
大
島

副
議
長
が
提
案
し
、
財
政
関
係
に
つ

い
て
は
堀
田
事
務
局
長
が
提
案
し
ま

し
た
。 

 

午
後
か
ら
再
開
し
た
議
事
の
冒
頭

に
、
争
議
団
共
闘
会
議
中
村
議
長
か

ら
北
九
州
で
た
た
か
わ
れ
て
い
る
争

議
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て

Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
団
の
榊
原
さ
ん
か
ら
来

年
こ
そ
『
長
い
間
の
支
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。』
と
言
え
る
よ
う

に
と
訴
え
が
あ
り
、
会
場
か
ら
激
励

の
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。 

 

議
案
に
つ
い
て
１
２
人
の
代
議
員

か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
職
場
で
の
奮
闘
の
わ
か
る
素
晴
ら

し
い
補
強
意
見
で
し
た
。
内
容
は
、

本
年
度
の
重
点
で
あ
る
・
組
織
拡
大

強
化
・
地
域
活
性
化
大
運
動
・
安
倍

９
条
改
憲
を
阻
止
す
る
取
り
組
み
に

集
約
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。 

 

幹
事
会
の
答
弁
の
あ
と
、
第
１
号

議
案
２
０
１
８
年
経
過
報
告
、
第
２

号
議
案
２
０
１
８
年
決
算
報
告
に
つ

い
て
拍
手
で
採
択
、
第
３
号
議
案
２

０
１
９
年
度
運
動
方
針
（
案
）、
第
４

号
議
案
２
０
１
９
年
秋
季
年
末
闘
争

方
針
（
案
）、
第
５
号
議
案
２
０
１
９

年
度
予
算
（
案
）
は
、
挙
手
に
よ
る

採
決
を
行
い
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
（
案
）
大
会
宣
言
（
案
）

特
別
決
議
（
案
）
も
拍
手
で
採
択
確

認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

２
０
１
９
年
度
の
役
員
選
挙
は
、

す
べ
て
の
役
職
に
つ
い
て
定
数
内
の

立
候
補
で
、
信
任
投
票
が
行
わ
れ
、

開
票
の
結
果
候
補
者
全
員
が
信
任
さ

れ
ま
し
た
。 

 

北
九
州
地
区
労
連
は
、
こ
の
定
期

大
会
で
決
定
し
た
方
針
に
則
り
、
安

倍
政
権
の
暴
走
を
許
さ
ず
、
労
働

者
・
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
め
ざ
し
、
全
力
を
あ
げ
て
奮
闘

す
る
決
意
を
固
め
合
い
ま
し
た
。 

 

北
九
州
地
区
労
連
第
３
１
回
定
期
大
会
は
、
消
費
税
増
税
直
前
、
台
風
１
５

号
に
よ
る
停
電
な
ど
の
被
害
が
広
が
る
中
、
２
０
１
９
年
９
月
１
５
日
（
日
）

１
０
時
か
ら
西
部
毎
日
会
館
で
、
代
議
員
４
５
人
、
委
任
２
９
人
、
傍
聴
９
人
、

来
賓
１
５
人
、
役
員
２
３
人
な
ど
９
２
人
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

大会は永冨議長の挨拶で始まりました 

たたかうエネルギーあふれる団結三唱 



２
０
１
９
年
度
新
役
員
体
制 

 

議
長 

 
 

永
冨 

雅
生 

 

北
九
市
職
労 

副
議
長 

 

安
達 

靖
史 

 

健
和
会
労
働
組
合 

〃 
 

 

大
島 

 

正 
 

全
教
北
九
州
市
教
組 

 

 

〃 
 

 

小
橋 

弘
子 

 

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
支
部 

 

〃 
 

 

新
屋
敷
浩
二 

 

福
建
労
北
九
州
支
部 

〃 
 

 

掘
田 

和
夫 

 

北
九
州
地
域
ユ
ニ
オ
ン 

事
務
局
長 

永
吉 

孝
一 

 

全
教
北
九
州
市
教
組 

事
務
局
次
長 

今
泉 

礼
二 

門
司
小
倉
支
部 

 

〃 
 

 

細
川 

達
也 

 

健
和
会
労
働
組
合 

 
 

幹
事 

 
 

池
田 

征
治 

 

国
公
北
九
州
地
区
協 

 

 

〃 
 

 

仲
築
間
省
三 

 

年
金
者
組
合
北
九
州
協 

 

〃 
 

 

坂
内 

洋
一 

 

北
九
州
市
職
労 

〃 
 

 

大
山 

祥
子 

 

北
九
州
市
学
嘱
労 

 

〃 
 

 

戸
田 

千
泉 

 

北
九
州
地
域
ユ
ニ
オ
ン 

 

〃 
 

 

中
村 

忠
徳 

 

ポ
ポ
ロ
労
組 

 

〃 
 

 

中
山 

和
彦 

 

健
和
会
労
働
組
合 

 

〃 
 

 

中
田 

寛
昭 

 

Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
労
働
組
合 

〃 
 

 

安
藤 

昭
雄 

 

門
司
地
区
協
議
会 

 

〃 
 

 

石
迫 

 

直 
 

戸
畑
地
区
協
議
会 

 

〃 
 

 

西
村 

文
男 

 

八
幡
地
区
協
議
会 

 

〃 
 

 

早
田 

幸
二 

 

小
倉
地
区
協
議
会 

 
 

会
計
監
査 

小
田 

恭
司 

 

年
金
者
組
合 

〃 
 

 

菊
谷 

 

愛 
 

福
建
労
北
九
州
支
部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年 ９月２４日 北九州地区労連ニュースＮＯ１５５（２） 

 

第
３
１
回
定
期
大
会
特
集 

議
案
に
対
す
る
補
強
・
職
場
の
た
た
か
い
の
な
ど
の
発
言
が
１
２
人
の
代

議
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
２
回
に
分
け
て
掲
載
し
ま
す
。 

 

文
科
省
が
公
立
学
校
の
「
ア
ス
ベ

ス
ト
の
飛
散
の
お
そ
れ
が
あ
る
も

の
」
の
状
況
を
公
表
し
ま
し
た
。
９

６
学
校
の
１
０
８
本
で
し
た
。
粉
塵

は
人
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

早
急
な
改
善
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
北

九
州
で
も
学
校
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
（
若

松
）
で
ア
ス
ベ
ス
ト
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー

を
活
用
し
調
べ
ま
し
た
。
２
校
と
も

検
出
さ
れ
ま
し
た
。
早
急
な
調
査
を

申
し
入
れ
ま
し
た
。
１
１
月
１
１
日

九
州
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
福
岡
高

裁
判
決
が
あ
り
ま
す
。
支
援
を
求
め

ま
す
。 

福
建
労
北
九
州
支
部 

大
場 

篤
代
議
員 

「９月１５日開催の定期大会お疲れさまでした。香川さんや安達さんの発言や、永吉新事務局長に期待

が持てる内容でした。また堀田さん、２年間事務局長本当にお疲れさまでした。」と大会直後にメール 

をいただきました。私も同感です。来賓や議長・副議長そして発言された代議員の方々の言葉に勇気をもらった定期

大会となりました。もちろん忙しい・ゆっくりしたい日曜日、その想いを振り切って参加いただいた代議員・傍聴の

方々そして準備・受付・片付け等々支えてくださった役員・幹事並びに事務局員の平野さんにこの場を借りて感謝申

し上げます。みなさんの支えのもと１年間、定期大会で確認された方針のもと精一杯努力していく所存です。どうぞ

これからもよろしくお願いいたします。 

 

 

 

教
職
員
希
望
者
が
減
少
し
、
教
員

不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
国
が

人
員
を
ふ
や
さ
な
い
、
３
６
協
定
無

し
、
超
勤
手
当
て
が
つ
か
な
い
ブ
ラ

ッ
ク
な
職
。
小
学
校
に
英
語
が
導
入

さ
れ
る
な
ど
ま
す
ま
す
長
時
間
過
密

労
働
の
解
消
が
進
ま
な
い
。
そ
こ
に

来
て
こ
の
秋
の
臨
時
国
会
で
、
１
年

単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
が
導
入
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
先
生
を
増
や

そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
協
力
を
。 

 

全
教
北
九
州
職
組 

中
川
喜
久
子
代
議
員 

今
年
で
退
任
さ
れ

た
役
員
は
、
高
﨑
恭

子
幹
事
、
藤
岡
元
気

幹
事
の
２
人
で
す
。 

長
い
間
の
活
動
本

当
に
ご
苦
労
様
で
し

た
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

 

安
倍
首
相
も
最
賃
１
０
０
０
円
に

と
言
い
始
め
て
い
る
。
し
か
し
実
際

は
？
ラ
ン
ク
分
け
も
問
題
、
全
国
一

律
最
賃
を
求
め
て
運
動
し
、
春
闘
の

賃
金
ア
ッ
プ
を
勝
ち
取
っ
た
。
憲
法

キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど
平
和
憲
法
を
守
る

た
た
か
い
を
共
闘
で
き
る
す
べ
て
の

団
体
と
行
い
、
参
加
も
参
加
者
の
参

加
し
や
す
い
方
法
で
取
り
組
も
う
！ 

 

あ
す
な
ろ
分
会 

土
井
善
博
代
議
員 

 

働
き
方
改
革
と
言
う
が
、
３
６
協

定
も
結
ば
ず
に
働
い
て
い
る
職
場
も

あ
る
。
職
場
の
時
間
外
規
制
は
労
基

法
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
法
を
破
り
長
時
間
労
働
が
続

き
、
メ
ン
タ
ル
疾
患
も
増
え
て
き
て

い
る
。「
８
時
間
働
け
ば
仕
事
が
こ
な

せ
る
そ
ん
な
市
役
所
に
。」
の
思
い
で

活
動
し
て
い
る
。 

 

北
九
市
職
労 

永
野
忠
幸
代
議
員 

 

昨
年
７
月
セ
ク
ハ
ラ
等
で
地
域
ユ

ニ
オ
ン
に
加
入
し
て
団
体
交
渉
を
行

い
、
１
１
月
に
解
決
し
合
意
に
至
っ

た
。
し
か
し
、
引
き
続
き
陰
湿
な
い

じ
め
・
パ
ワ
ハ
ラ
が
行
わ
れ
て
い
る
。

団
交
を
行
っ
た
が
、
代
理
人
弁
護
士

か
ら
の
文
書
に
は
「
そ
の
よ
う
な
事

実
は
無
い
。」
と
あ
り
、
再
度
の
団
交

を
来
月
行
い
ま
す
。
団
交
の
要
員
を

含
め
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

北
九
州
地
域
ユ
ニ
オ
ン 

野
北
智
美
代
議
員 

 

全
国
一
律
最
賃
は
今
が
情
勢
の
好

機
を
迎
え
て
い
る
。
さ
ら
に
医
労
連

と
し
て
特
定
最
賃
の
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
る
。 

介
護
士
・
看
護
師
の
処
遇
改
善
は

急
務
だ
。
自
治
体
請
願
も
広
が
っ
て

お
り
、
秋
田
県
で
は
２
５
市
中
２
３

市
が
、
福
岡
県
で
は
直
方
市
・
久
山

町
・
須
惠
町
。
地
方
間
格
差
が
叫
ば

れ
る
中
運
動
の
前
進
を
。 

健
和
会
労
組 

日
高
琢
二
代
議
員 



 

 

 

 

２０１９年 ９月２４日 北九州地区労連ニュースＮＯ１５５（３） 

 

北九州地区労連定期大会

に、福岡県労連山下議長、北

九州第一法律事務所前田弁

護士、北九州労健連青木代

表、福岡人権連植山事務局

長、日本共産党高瀬県議、北

九州共闘竹内議長、社民党南

川副代表、北九州市民の会三

輪事務局長が参加しそれぞ

れから挨拶を受けました。 

労働者支援事務所から竹

内職員が参加しました。 

午
後
の
議
事
再
開

前
に
争
議
を
た
た

か
う
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争

団
、
争
議
団
共
闘

会
議
か
ら
訴
え
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

 

安
倍
政
権
は
、
先
に
た
た
か
わ
れ

た
参
議
院
選
挙
で
議
席
を
減
ら
し
単

独
過
半
数
を
割
り
込
み
改
憲
発
議
に

必
要
な
３
分
の
２
を
占
め
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
安
倍

政
権
は
国
民
の
支
持
を
得
た
と
し
て

９
条
改
憲
加
速
さ
せ
平
和
と
労
働

者
・
国
民
を
脅
か
す
、
憲
法
無
視
。

民
主
主
義
破
壊
の
攻
撃
を
強
め
て
い

ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
安
倍
政
権
の
動
き
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
、
北
九
州

地
区
労
連
は
、
安
倍
９
条
改
憲
阻

止
！
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
が
呼
び
か
け

た
３
０
０
０
万
人
署
名
の
取
り
組
み

に
、
自
主
目
標
１
５
０
０
０
筆
を
か

か
げ
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
現
在
の
到
達
は
、
７
４

４
２
筆
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
全
国

的
に
は
１
８
４
８
万
筆
を
集
約
し
、

憲
法
審
査
会
さ
え
も
開
く
こ
と
が
出

来
な
い
状
況
に
追
い
込
ん
で
い
ま

す
。
改
憲
策
動
を
急
ぐ
安
倍
政
権
の

動
き
に
歯
止
め
を
か
け
、
９
条
改
憲

に
手
を
付
け
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

３
０
０
０
万
人
署
名
の
集
約
を
急
が

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

北
九
州
地
区
労
連
は
、
平
和
を
あ

き
ら
め
な
い
北
九
州
ネ
ッ
ト
、
憲
法

改
悪
反
対
北
九
州
共
同
セ
ン
タ
ー
、

９
条
の
会
、
北
九
州
憲
法
ネ
ッ
ト
な

ど
の
行
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
９
月
５
日
（
木
）
に
開
い

た
高
田
健
講
演
会
や
、
９
月
７
日
の

共
同
セ
ン
タ
ー
の
毎
月
宣
伝
行
動
、

９
月
１
９
日
の
あ
き
ら
め
な
い
ネ
ッ

ト
の
毎
月
行
動
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
行
動
参
加
者
は
、
３
４
人
で
し

た
が
。
北
九
州
地
区
労
連
か
ら
は
、

永
冨
議
長
は
じ
め
５
人
が
参
加
し
、

マ
イ
ク
宣
伝
や
う
た
ご
え
に
参
加
し

ま
し
た
。 

大
会
終
了
後
の

懇
親
会
に
３
７

人
が
参
加
。
和
や

か
に
懇
談
。 

最近は、若者が積極的に署名をしてくれます。 

方針（案）の提案は三輪事務局長が行ないました 
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今
年
も
台
風
・
豪
雨
被
害
が
相
次
い

で
い
ま
す
。 

 

台
風
等
の
被
害
が
予
測
さ
れ
る
地

域
に
お
い
て
、
労
働
者
に
は
出
勤
・
就

労
す
る
義
務
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
仕
事
を
休
ん
だ
り
、
遅
刻
し
た

り
し
た
場
合
、
働
か
な
か
っ
た
分
の
給

料
を
も
ら
う
こ
と
は
で
き
る
の
で
し

ょ
う
か
。 

 

ま
ず
は
原
則
論
か
ら
。 

労
働
者
に
は
労
働
契
約
上
、
使
用
者

に
労
務
を
提
供
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
自
己
判
断
で
仕
事
を

休
ん
だ
場
合
、
使
用
者
か
ら
欠
勤
・
遅

刻
と
し
て
の
取
扱
を
受
け
て
も
や
む

を
得
な
い
で
し
ょ
う
。
も
っ
と
も
、
使

用
者
が
、
気
象
庁
の
警
報
、
自
治
体
の

避
難
情
報
、
公
共
交
通
機
関
の
停
止
等

の
情
報
に
よ
り
、
労
働
者
が
通
勤
・
就

労
時
に
被
災
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
自
宅
待
機
等
の
指
示
を
行
わ
ず
、

労
働
者
を
被
災
さ
せ
た
場
合
、
労
働
者

は
使
用
者
に
対
し
、
安
全
配
慮
義
務
違

反
の
責
任
を
問
え
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
使
用
者
も
、
労
働

者
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
が
な
い
よ

う
、
事
前
に
情
報
を
収
集
し
、
適
宜
、

労
働
者
に
対
し
て
自
宅
待
機
や
早
期

帰
宅
等
の
指
示
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

労
働
者
が
、
交
通
手
段
の
途
絶
等
の

労
働
者
の
責
め
に
よ
ら
な
い
理
由
や
、

会
社
の
自
宅
待
機
指
示
に
よ
り
、
休

業
・
遅
刻
・
早
退
し
た
場
合
、
ノ
ー
ワ

ー
ク
・
ノ
ー
ペ
イ
の
原
則
が
適
用
さ

れ
、
使
用
者
に
は
労
働
者
に
対
す
る
給

料
支
払
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
残
念
な
が
ら
、
労
働
者
は
、
無
給

を
受
け
入
れ
る
か
、
有
給
休
暇
の
取
得

に
よ
り
収
入
を
補
填
す
る
か
の
い
ず

れ
か
を
選
択
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
こ
の
結
論
（
原
則
論
）
が
、

労
働
者
の
生
活
・
安
全
を
守
る
上
で
、

そ
し
て
労
使
の
信
頼
関
係
を
維
持
す

る
上
で
、
望
ま
し
く
な
い
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。 

こ
の
た
め
、
使
用
者
に
よ
っ
て
は
、

労
働
契
約
や
労
働
協
約
、
就
業
規
則
、

労
使
慣
行
等
に
よ
り
、
天
災
地
変
等
の

不
可
抗
力
に
よ
る
休
業
に
つ
い
て
、
労

働
者
に
賃
金
や
手
当
等
を
支
払
う
と

の
定
め
を
設
け
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
、
労
働
者
は
労
使
間

の
取
り
決
め
に
基
づ
き
、
給
料
や
手
当

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他

方
、
こ
の
よ
う
な
定
め
が
お
か
れ
て
い

な
い
使
用
者
に
あ
っ
て
は
、
災
害
に
よ

る
休
業
中
の
賃
金
・
手
当
の
支
払
に
関

す
る
ル
ー
ル
作
り
を
目
指
し
て
、
労
使

間
で
積
極
的
に
話
し
合
い
を
行
う
べ

き
で
し
ょ
う
。 

ま
た
、
近
年
の
激
甚
災
害
の
増
加
を

み
る
と
、
災
害
に
よ
る
事
業
環
境
の
悪

化
か
ら
、
労
働
者
の
休
業
期
間
が
長
期

に
及
ん
だ
り
、
最
悪
の
場
合
、
使
用
者

が
倒
産
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
休
業
の
場
合
、
使
用

者
が
雇
用
調
整
助
成
金
制
度
を
利
用

し
、
労
働
者
に
対
し
て
支
払
う
べ
き
休

業
手
当
の
助
成
を
受
け
た
り
、
倒
産
の

場
合
に
は
、
労
働
者
が
発
生
済
み
の
給

料
に
つ
い
て
未
払
賃
金
立
替
払
制
度

を
利
用
し
た
り
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

２０１９年 ９月２４日 北九州地区労連ニュースＮＯ１５５（４） 

 

今
回
、
九
州
社
会
医
学
研
究
所
の
協

力
に
よ
り
ア
ス
ベ
ス
ト
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー

（
７
秒
で
ア
ス
ベ
ス
ト
を
検
知
・
７
２

０
万
円
）
を
使
っ
て
ア
ス
ベ
ス
ト
の
含

有
チ
ェ
ッ
ク
を
北
九
州
市
の
了
解
の
も

と
実
施
し
ま
し
た
。
築
年
数
５
０
年
を

超
え
る
若
松
区
の
藤
木
小
学
校
と
石
峯

中
学
校
で
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
で
の
視
察
を

行
い
、
両
校
と
も
校
舎
内
の
天
井
に
貼

ら
れ
て
い
る
石
膏
ボ
ー
ド
、
内
壁
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
ク
リ
ソ
タ
イ
ル
（
白

石
綿
）
が
検
知
さ
れ
ま
し
た
。
屋
外
に

あ
る
倉
庫
の
ス
レ
ー
ト
屋
根
な
ど
か
ら

も
ア
ス
ベ
ス
ト
が
検
知
さ
れ
る
な
ど
い

た
る
と
こ
ろ
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
存
在
す

る
結
果
が
出
ま
し
た
。 

同
行
し
た
社
会
医
学
研
究
所
の
青
木

産
業
看
護
師
は
、「
行
政
が
再
調
査
を
行

い
解
体
・
改
修
に
向
け
た
管
理
を
行
う

こ
と
が
大
切
。
学
校
側
も
知
っ
て
い
る

と
知
ら
な
い
で
は
対
策
に
大
き
な
違
い

が
出
る
」
と
指
摘
、
い
ま
だ
多
く
含
ま

れ
て
い
る
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
に
よ
る
被

害
防
止
対
策
の
必
要
性
を
実
感
す
る
取

り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。
若
松
区
の
ア

ス
ベ
ス
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
早
急

に
要
望
を
ま
と
め
市
教
育
委
員
会
へ
提

出
し
、
学
校
環
境
や
周
辺
環
境
も
含
め

た
改
善
と
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
再

調
査
と
管
理
・
対
策
を
求
め
て
い
ま
す
。 

他
の
班
に
つ
い
て
も
ア
ス
ベ
ス
ト
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
学
校
施
設
の
危

険
個
所
な
ど
の
視
察
を
行
い
、
全
体
で

１
８
０
ヶ
所
を
超
え
る
改
善
・
改
修
の

必
要
な
個
所
を
指
摘
し
、
北
九
州
市
へ

対
策
・
対
処
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
今

回
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
地
域
の
市
民
も
参
加
さ
れ
る
な
ど
運

動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
公
共
施
設
を

よ
く
す
る
会
は
、
安
全
・
安
心
な
北
九

州
を
追
求
す
る
活
動
を
継
続
発
展
さ
せ

て
い
き
ま
す
。 

北
九
州
市
の
公
共
施
設
を
よ
く
す
る
会
は
、
８
月
２
１
日
（
木
）
北
九
州
市
内

の
小
中
学
校
等
の
施
設
調
査
を
行
う
「
学
校
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

１
２
年
目
と
な
る
今
年
も
北
九
州
市
内
７
区
を
７
班
に
分
か
れ
て
、
午
前
と
午
後

１
校
づ
つ
計
１
４
校
を
視
察
し
ま
し
た
。
今
年
の
学
校
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
活
動
に
は
、

延
べ
５
２
団
体
１
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
含
有
箇
所
発
見 

市
教
委
に
対
応
を
要
求 

市
内
１
４
校
の
小
中
学
校
で
学
校
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

プロの目線で危険箇所を点検指摘する参加者 


